顕在的・潜在的自尊感情の不一致と取調べ迎合性との関連 by 丹藤 克也
武蔵野大学学術機関リポジトリ　Musashino University Academic Institutional Repositry
顕在的・潜在的自尊感情の不一致と取調べ迎合性と
の関連
著者 丹藤 克也
雑誌名 人間学研究論集
号 7
ページ 17-27
発行年 2018-03
URL http://id.nii.ac.jp/1419/00000757/
－ 17 －
顕在的・潜在的自尊感情の不一致と
取調べ迎合性との関連
ⅰ
丹　藤　克　也
キーワード：グッドジョンソン迎合性尺度、顕在的自尊感情、潜在的自尊感情
　被疑者、被害者、目撃者の取調べにおける心理的脆弱性の 1 つに迎合性（compliance）があ
る。迎合性とは、すぐに得られる何らかの利益のために、相手の主張、要求、指示に従う傾向を
いう（Gudjonsson, 2003）。取調べにおいては、事実とは異なると認識しながらも、取調べ官の
主張や要求を受け入れ認めることであり、虚偽自白や誤った供述を引き出す危険因子の 1 つと
いえる。さらに、迎合性は望まない犯罪活動へと勧誘された際の抵抗力とも関連するものである
（Gudjonsson & Sigurdsson, 2004）。
　Gudjonsson （1989, 1997）によれば、取調べにおける迎合性の基盤は 2 つある。1 つ目は他
者に気に入られたいという欲求である。もう 1 つは、他者、とりわけ権威ある他者との対立や
葛藤を回避したいという欲求である。これら 2 つの基盤は自尊感情の低さや不安傾向の高さと
関連する。自尊感情の低い者は、自尊感情が傷つかないよう防衛するために、他者との対立や葛
藤を回避し、気に入られようとして迎合を示すと考えられる。また、不安は他者との葛藤や対立
を回避しようという動機を高める動因となる （Gudjonsson, 1992）。
　これまでの研究から、自尊感情と不安が迎合性と関連するという考えを支持する結果が得
られている。迎合性を個人特性として捉え、自己報告式の質問紙によってその個人差を測定
する簡便なツールとして、Gudjonsson 迎合性尺度 （Gudjonsson Compliance Scale, GCS；
Gudjosson, 1989, 1997） がある。GCS を用いた研究では、GCS 得点の高さは不安の高さと関連 
すること（Gudjonsson, 1989; Gudjonsson, Sigurdsson, Brynjólfsdóttir, & Hreinsdóttir, 2002）や、 
自尊感情の低さと関連すること （Gudjonsson & Sigurdsson, 2003; Gudjonsson et al., 2002; 
Gudjonsson, Sigurdsson, Finnbogadottir, & Jakobsdottir Smari, 2006; Gudjonsson, 
Sigurdsson, Lydsdottir, & Olafsdottir, 2008） が報告されている。また、子どもの頃の性的
虐待経験 （Gudjonsson, Sigurdsson, & Tryggvadóttir, 2011）、愛着スタイル （Gudjonsson et 
al., 2008; ただし , Drake, Sheffield, & Shingler, 2011 も参照）、C 群のパーソナリティ障害 
（Gudjonsson & Main, 2008） との関連も明らかにされている。被虐待経験や愛着スタイル、C
群パーソナリティ障害は、いずれも自尊感情や不安と関連しており、迎合性の基盤に自尊感情や
不安があるという考えを間接的に支持する結果といえる。
　GCS と自尊感情の関係を検討した諸研究 （Gudjonsson & Sigurdsson, 2003; Gudjonsson et 
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al., 2002; Gudjonsson et al., 2006; Gudjonsson et al., 2008; Smith & Gudjonsson, 1995） の 相
関係数を変量効果として統合すれば、r = ⊖.35, CI ［⊖.294, ⊖.407］となる（自尊感情尺度の得点
が高いほど、自尊感情が高いことを示すように変換した）。両者に有意な相関が認められなかっ
たのは Smith & Gudjonsson （1995）だけであり、比較的安定して中程度の効果量が得られている。
　自尊感情とは自己に対する肯定的あるいは否定的態度（遠藤・井上・冷川・藤原、1981）で
ある。自尊感情の研究は、従来、自己に対する好意、自己評価、自己受容といった感覚について
意識的な判断や回答を求める質問紙などが中心であった。近年では、こうした顕在的な自己報告
だけでなく、自己に対する潜在的、非意識的な態度である潜在的自尊感情の測定が行われている。
潜在的自尊感情とは、“自己に関連した対象や自己に関連しない対象への評価に及ぼす自己態度
の効果であり、その影響は内省的に同定できない（または正確には同定できない）” （Greenwald 
& Banaji, 1995, p. p.11）ものである。顕在的－潜在的自尊感情の相関は概して低い（e.g., 
Greenwald, Banaji, Rudman, Farnham, Nosek, & Mellott, 2002）。そのため、両者に不一致が
みられることがある。Jordan, Spencer, Zanna, Hoshino-Browne, & Correll （2003）は顕在的
自尊感情が高い場合でも、2 つのタイプがあることを指摘している。1 つ目は“安定型の高い自
尊感情（secure high self-esteem）”であり、顕在的－潜在的自尊感情の両者がともに高い場合
である。2 つ目は“防衛型の自尊感情（defensive self-esteem）”であり、顕在的自尊感情は高
いが潜在的自尊感情が低い場合である。さらに、3 つ目のタイプとして、顕在的自尊感情は低い
が潜在的自尊感情が高い“ダメージ型の自尊感情（damaged self-esteem）”がある（Schröder-Abé, 
Rudolph, Wiesner, & Schütz, 2007）。
　顕在的－潜在的自尊感情の不一致は、ある種の問題行動や不適応状態と関連することが明ら
かにされている。顕在的自尊感情は高いが、潜在的自尊感情が低い防衛型の自尊感情を持つ者
は、内集団ひいきや自己愛傾向が高い（Jordan et al., 2003; 原島・小口 , 2007; 藤井 , 2014）と
の報告がある（ただし、川崎・小玉 , 2010; 藤井・澤海・相川 , 2014 も参照）。また、ダメージ型
の自尊感情は、社会不安障害の傾向（Schreiber, Bohn, Aderka, Stangier, & Steil, 2012）、自殺
念慮や抑うつ傾向（Creemers, Scholte, Engels, Prinstein, & Wiers, 2012; Franck, De Raedt, 
Dereu, & Van den Abbeele, 2007）、孤独感（Creemers et al., 2012） と関連することなどが報
告されている。
　顕在的自尊感情が低く、潜在的自尊感情は高いダメージ型については、顕在的自尊感情が低
いことによって生じるネガティブな効果を高い潜在的自尊感情が緩和しているという緩衝仮説
（Bosson, Brown, Zeigler-Hill, & Swann, 2003）や、肯定的な自己観の回復を動機づけている
（Jordan et al., 2003）との考えがある。しかし、Schröder-Abé, Rudolph et al. （2007）によれば、
不一致の方向性に関わらず、顕在的－潜在的自尊感情が一致していない状態は自己概念が統合さ
れていない点で不適応である。Franck, De Raedt, & De Houwer （2008）は、潜在的自尊感情が
理想的自己に、顕在的自尊感情が現実的自己に相当し、目標と現実が解離しているがその目標を
維持し続けることで追い詰められ、心理的問題が発生すると論じている。
　このように自尊感情と心理的な諸問題の関係を明らかにするためには、顕在的自尊感情や潜在
的自尊感情が単独で及ぼす影響だけでなく、両者の解離が及ぼす影響について検討することが必
要である。しかしながら、迎合性の個人差については、これまで顕在的自尊感情との関連性のみ
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に焦点が当てられており、潜在的自尊感情や両者の解離との関係についてはいまだ検討されてい
ない。
　そこで、本研究では、迎合性の測度として GCS を用いて、顕在的－潜在的自尊感情との関係
を検討する。迎合性と自尊感情に関する先行研究のほとんどが、欧米文化圏で行われたものであ
る。欧米文化圏と同様に、日本人の迎合性においても、対立・葛藤を回避し、他者に気に入られ
たいという欲求が基盤にあるならば、顕在的自尊感情が低い者ほど迎合性が高いことが予想され
る。また、顕在的－潜在的自尊感情の解離が自己防衛的な反応やある種の不安傾向を高めるなら
ば、両者が不一致な者は迎合性が高いことが予想される。
方法
調査対象者
　愛知県の A 大学に所属する大学生 209 名を対象に調査を行った。いずれの調査項目にも欠損
値のなかった 195 名（男性 161 名、女性 34 名；平均年齢 19.4 歳、SD = 1.12）を分析対象とした。
調査時期
　調査は 2014 年 10 月に実施された。
倫理的配慮
　研究実施者とは別の人物が担当する講義（心理学関連科目）にて、質問紙の配付を行った。講
義の担当者に研究の目的、内容を説明し、質問紙の配付を依頼した。講義担当者が質問紙を配付し、
一斉に調査を実施した。調査への参加は任意であること、回答の拒否や中断は可能であり、その
ことによる不利益は生じないことなどを紙面に明記し、口頭でも伝えた。このため、本研究では
イニシャルや星座などの個人属性への回答を求めているが、研究実施者と講義担当者は別人物で
あるため、研究実施者がこれらの情報から個人を特定することはできないよう配慮されていた。
調査内容：
　質問紙には迎合性を測定する尺度、顕在的－潜在的自尊感情を測定する尺度、年齢・性別・イ
ニシャル・星座を問う項目が含まれていた。
（1）翻案版 Gudjonsson 迎合性尺度
ⅱ
Gudjonsson （1989, 1997）が開発した取調べ迎合性尺度を村山 （2007）が翻訳した翻案版
GCS（20 項目）を使用した。原版と同様に、各項目に対して“はい”または“いいえ”の
2 件法での回答を求めた。“はい”と回答した場合（逆転項目については“いいえ”と答え
た場合）を 1 点とし、合計点を迎合性の程度を示す指標として用いた（α＝.72）。
（2）自尊感情尺度
Rosenberg（1965）が開発した自尊感情尺度の日本語版（山本・松井・山成 , 1982）から
10 項目を使用した。各項目に対して「あてはまらない」（1 点）～「あてはまる」（5 点）の
5 件法で回答を求めた。10 項目の合計点を顕在的自尊感情の指標として用いた（α＝.82）。
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（3）イニシャル選好課題
潜在的自尊心を測定するために、イニシャル選好課題を実施した。文字に対する好意度評定
を求めたとき、一般に自分の姓名に含まれる文字が他の文字よりも好意度が高く評価され
る。これをネームレター効果（Name Letter Effect; Nuttin, 1985）といい、潜在的自尊感
情の指標の 1 つとされる。姓名全体ではなくイニシャルのみを分析対象としている場合に
は、特にイニシャル選好課題（Initial Preference Task）と呼ぶことがあり、本研究もこれ
にならった。英語圏に限らず、日本人を対象とした場合にも、自身の名前のイニシャル文字
への好意度が相対的に高いことが明らかにされており（e.g., 川崎・小玉 , 2010; 津田・伊藤 , 
2012）、本研究でも英語アルファベットに対する選好を潜在的自尊感情の指標として用いた。
アルファベット 26 文字をランダムな順序に並べ、各文字に対する好意度を「かなり好き」
（5 点）～「かなり嫌い」（1 点）の 5 件法で回答を求めた。回答に際しては、考え過ぎず直
感的に回答するよう教示した。姓と名のイニシャルはそれぞれ潜在的自尊感情の異なる側面
を反映している可能性がある（Kitayama & Karasawa, 1997; LeBel & Gawronski, 2009）。
そのため、通常のイニシャル選好課題と同じく、姓と名の平均評定値だけでなく、姓と名の
評定値を個別に扱い（Stieger & Burger, 2010; Stieger, Formann, & Burger, 2011）、合計
3 種類の指標を用いた。
（4）星座選好課題
潜在的自尊心を測定するために、イニシャル選好課題に加え、星座選好課題（津田・伊藤 , 
2012）を実施した。イニシャル選好課題と同様に、星座に対する好意度の評定を求めた。
黄道十二星座をランダムな順序に並べ、各星座に対する好意度を「かなり好き」（5 点）～「か
なり嫌い」（1 点）の 5 件法で回答するよう求めた。星座選好課題では、自身の生まれ月の
星座に対する好意度が、他の星座よりも相対的に高いこと、またイニシャル選好課題と弱い
ながらも正の相関が認められことが報告されている（津田・伊藤 , 2012）
（5）個人属性
最後のページで性別、年齢、イニシャルと星座の回答を求めた。自分の星座がわからない場
合は“不明”と記入するよう教示した。
手続き
　講義時間中に担当教員が質問紙を配付し、調査対象者はその場で回答することが求められた。
調査への回答は任意であること、データは統計的に処理されるため、個人の回答が個別に取り上
げられることはないこと、調査は無記名であり回答から個人が特定されることはないこと、個人
のプライバシーに十分な配慮を行うことを質問紙の表紙で説明し、調査を行った。調査終了後、
質問紙はその場で回収され、調査内容の説明としてデブリーフィング用紙を配付した。
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結果
イニシャル選好課題および星座選好課題の得点化
　ネームレター効果の算出には LeBel & Gawronski （2009）および津田 （2014）の推奨に従っ
て I-algorithm（Ipsatized double-correction algorithm; Baccus, Baldwin, & Packer, 2004）を
用いた。まず個人ごとに、その者のイニシャル以外の文字に対する評定の平均値を、各文字に対
する評定値から減じた値を算出した。これは、いずれの文字に対しても評定値が高い傾向にある
者や、逆に低い評定値をつける傾向がある者など、回答者ごとの評定傾向の差異を統制するため
の計算手続きである。次に、その文字をイニシャルに含まない者の値を用いて、文字ごとの平均
値を算出し、各文字のベースラインとした。最後に、その者のイニシャルと文字ごとのベースラ
インとの差分を算出した。この値が大きいほど、肯定的な潜在的自尊感情をもっているとみなさ
れる。同様の方法で、星座に対する選好を算出し、潜在的自尊感情の指標とした。
　潜在的自尊感情（姓名）、潜在的自尊感情（姓）、潜在的自尊感情（名）および潜在的自尊感情（星座）
の平均値について、理論的中央値である 0 を検定値とした t 検定を行った。その結果、いずれの
指標においても、平均値は 0 よりも有意に高かった（それぞれ、t（194） = 11.24, p < .001; t（194） 
= 8.53, p < .001; t（194） = 9.35, p < .001; t（194） = 17.50, p < .001）。このことから、日本人を対
象としたこれまでの研究（e.g., Komori & Murata, 2008; 津田・伊藤 , 2012）と同様に、自身の
イニシャルに含まれる文字をそれ以外の文字よりも好むこと、また星座においても同様に、自身
の星座を他の星座よりも好むことが示された。
各尺度間の相関
　各指標の平均値と標準偏および相関係数を Table 1 に示す。まず、自尊感情の各指標における
相関係数を検討したところ、顕在的自尊感情は星座選好課題から算出された潜在的自尊感情との
み有意な正の相関を示した。また、潜在的自尊感情の間には有意な正の相関が認められた。
　次に、GCS と顕在的－潜在的自尊感情の関係を検討したところ、GCS と顕在的自尊感情との
間に有意な弱い負の相関が認められ、顕在的自尊感情が低いほど迎合性が高いことが示された（r 
= ⊖.15, p < .05）。その一方で、GCS と潜在的自尊感情の諸指標との間には、いずれも有意な相
Table 1 Descriptive statistics for and Correlations among measures of compliance, 
explicit and implicit self-esteem.
M SD 1 2 3 4 5 6
1 GCS 10.46 3.16 -
2 RSES 29.63 7.79 -.15 * -
3 IPT （total） 0.55 0.68 .08 -.08 -
4 IPT （first name） 0.57 0.85 .08 -.10 .79 ** -
5 IPT （last name） 0.53 0.87 .05 -.03 .80 ** .26 ** -
6 HPT 1.03 0.82 -.02 .18 * .35 ** .30 ** .25 ** -
N ote : ** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10
GCS: Gudjonsson Compliance Scale; RSES: Rosenberg Self-esteem Scale; IPT: Initial Preference Task; 
HPT: Horoscope Preference Task.
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関は認められなかった（rs = ⊖.02～.08, ns）。
顕在的－潜在的自尊感情の交互作用と迎合性との関連
　顕在的－潜在的自尊感情の交互作用が取調べ迎合性に与える影響を検討するために階層的重回
帰分析を行った。説明変数はすべて中心化した値を用い、顕在的自尊感情と潜在的自尊感情の交
互作用項には、中心化した変数同士の積を用いた。階層的重回帰分析における第 2 ステップの
結果を Table 2 に示す。分析の結果、顕在的自尊感情の主効果は有意であったが、潜在的自尊感
情の主効果はいずれの指標においても有意でなかった。ただし、潜在的自尊感情（姓）と顕在的
自尊感情の交互作用が有意傾向であった（p < .10）。そこで、交互作用の詳細を検討するために、
単純傾斜の検定を行った（Figure 1）。その結果、潜在的自尊感情（姓）が高い場合（＋ 1SD）には、
顕在的自尊感情が低いほど、迎合性が高くなることが示された（β=-.26, t =-2.68, p =.008）。一方、
Table 2 Multiple regression analyses of compliance and self-esteem.
β t β t β t β t
Explicit SE ‒.14 ‒1.98 * ‒.14 ‒1.98 * ‒.14 ‒1.99 * ‒.15 ‒2.17 *
Implicit SE .07 .98 .05 .70 .08 1.10 .01 .17
Explicit SE × Implicit SE ‒.04 ‒.49 .06 .87 ‒.13 ‒1.71 + .01 .14
IPT both IPT first namel IPT last namel HPT
SE: Self-esteem; IPT: Initial Preference Task; HPT: Horoscope Preference Task.
Low ISE -1SD
High ISE +1SD
Figure 1 Predicted values for Gudjonsson Compliance Scale (GCS) score as a function of explicit self-
esteem and implicit self-esteem (last name). Error bars indicate 95% confidence interval. ISE: Implicit 
Self-esteem; SD: standard deviation
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潜在的自尊感情（姓）が低い場合（⊖1SD）には、顕在的自尊感情による迎合性の違いは認めら
れなかった（β=⊖.02, t =⊖.24, ns）。したがって、潜在的自尊感情は高く、顕在的自尊感情が低
いダメージ型の者（M = 11.5）は、顕在的－潜在的自尊感情がともに高い安定型の自尊感情を
有する者（M = 9.9）より、迎合性が高いことが示された。さらに、顕在的自尊感情が低い場合（⊖
1SD）には、潜在的尊感情（姓）が高いほど、迎合性が高くなる傾向があった（β=.20, t =1.72, 
p =.087）。したがって、ダメージ型の者（M = 11.5）は、顕在的－潜在的自尊感情がともに低い
者（M = 10.3）よりも、迎合性が高い傾向にあった。
考察
　本研究の目的は、顕在的・潜在的自尊感情の解離と取調べ迎合性との関係を検討することであっ
た。潜在的自尊感情の指標として、イニシャル選好課題から算出した 3 つの指標と星座選好課
題から算出した指標の合計 4 種類を用いた。いずれの分析においても、顕在的自尊感情と GCS
には負の関係があり、顕在的自尊感情が低いほど迎合性が高かった。また、顕在的－潜在的自尊
感情の交互作用項を変数とした階層的重回帰分析の結果、姓のイニシャルにもとづく潜在的自尊
感情を説明変数として用いた場合に、顕在的自尊感情との交互作用項が有意傾向であった。単純
傾斜の検定を行ったところ、潜在的自尊感情は高く、顕在的自尊感情が低いダメージ型の自尊感
情を有する者は、顕在的－潜在的自尊感情がともに高い安定型の自尊感情を有する者より、迎合
性が高いことが示された。また、ダメージ型の者は、顕在的－潜在的自尊感情のいずれもが低い
者と比べて、迎合性が高い傾向にあった。
　これらの結果は、顕在的－潜在的自尊感情の解離を示す者は迎合性が高いという仮説を部分的
に支持するものである。顕在的自尊感情は低いが、潜在的自尊感情が高いダメージ型で迎合性が
高い一方で、顕在的自尊感情は高いが、潜在的自尊感情が低い防衛型ではそのような傾向は認め
られなかった。このことから、単純に顕在的－潜在的自尊感情が不一致であることが迎合性の高
さと関係しているのではなく、不一致のタイプが重要であることが示唆される。
　では、なぜダメージ型の自尊感情と迎合性とに関連がみられたのであろうか。その原因として、
不安傾向と怒りの表出抑制が関係していることが考えられるだろう。ダメージ型の自尊感情は社
会不安の高さと関連する （Schreiber et al., 2012）。理論的には、不安は迎合行動の基盤の 1 つ
であり、葛藤・対立の回避を動機づける要因だと考えられる （Gudjonsson, 1992）。ダメージ型
の自尊感情を有する者は不安傾向が高く、他者との葛藤や対立を回避しやすいため、迎合性が高
くなるものと考えられる。また、ダメージ型の自尊感情を持つ者は、怒りの表出を抑制する傾向
が高い（Schröder-Abé, Rudolph, & Schüz, 2007）。怒りやフラストレーションを行動として表
出せず抑制する傾向が高い場合、他者の意見や要求、提案に対して異を唱えたり、拒否したりせ
ず、受容し迎合する傾向が高くなることが考えられるだろう。実際、Gudjonsson et al （2002）は、
怒りの表出を抑制する傾向が高いほど迎合性も高いことを報告しており、この考えを支持する結
果を得ている。以上のように、ダメージ型の自尊感情を持つ者は、不安傾向の高さや怒りの表出
抑制など、他者との葛藤や対立を回避する傾向が強いことが考えられる。こうした傾向が迎合性
を高めている可能性があるだろう。
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　ただし、ダメージ型の自尊感情と迎合性とに関連が認められたが、両者の関係性については、
今後、再現性を含め精緻に検討していく必要がある。本研究では、潜在的自尊感情の指標として
合計 4 種類を用いた。しかし、ダメージ型の自尊感情と迎合性とに関連が認められたのは潜在
的自尊感情（姓）のみであった。イニシャル選好課題を用いた研究の多くは、姓と名の平均値を
指標として利用している。LeBel & Gawronski （2009）はイニシャルに対する選好は、姓（family 
name）よりも名（first name）で大きいことを報告しており、姓と名のイニシャルに対する選
好は、潜在的自尊感情の異なる側面を反映している可能性がある。本研究でも潜在的自尊感情
（姓）、潜在的自尊感情（名）、潜在的自尊感情（星座）の間に有意な正の相関が認められたものの、
相関係数は高いとはいえず（r = .25～.30）、それぞれが異なる側面を反映しているという考えに
一致する結果が得られている。さらに、Kitayama & Karasawa（1997）は、日本人では男女で
ネームレター効果の表われ方が異なることを報告している。日本人を対象に平仮名の好意度評定
を求めた場合、男性では名よりも姓に含まれる平仮名に対する好意度が高く、女性では姓よりも
名に対する好意度が高かった （Kitayama & Karasawa, 1997）。したがって、姓と名のイニシャ
ルに対する選好が潜在的自尊感情の異なる側面を反映しているだけでなく、何を反映しているの
かは文化差や性差が存在する可能性がある。今後、日本においてイニシャル選好課題を用いる場
合、姓と名の平均値を潜在的自尊感情の指標とするだけでなく、姓と名のそれぞれを指標として、
なおかつ性差も考慮した精緻な検討を行う必要があるだろう。
　最後に、本研究の限界と今後の課題について触れておきたい。1 つ目は取調べ迎合性を測定
する日本語版の GCS が心理尺度として未確立であるという問題である。本研究で用いた翻案版
GCS （村山 , 2007）は信頼性、妥当性が十分に検討された尺度ではない。村山（2007）は内的
整合性については検討しているが、再検査信頼性は未検討である。GCS が特性的な迎合性の測
定を目的として開発された尺度であることを踏まえれば、再検査信頼性の検討は必須であろう。
また、翻案版 GCS は妥当性についても検討されていない。原版の GCS を用いた研究では、虚
偽自白をした経験があると申告した者はそうでない者と比べ、GCS 得点が高いことが報告され
ている（Gudjonsson, 1991; Sigurdsson, Gudjonsson, Einarsson, & Gudjonsson, 2006）。今後、
日本語版の GCS でもこうした基準関連妥当性や因子的妥当性などの検証が必要である。いずれ
によせ、本研究の結果は、未確立な尺度を用いたという制約下で得られたものである点には注意
すべきであろう。
　2 つ目は潜在的自尊感情の測定法に関わる限界である。既に論じたように、イニシャル選
好課題を用いた場合には、姓と名とが潜在的自尊感情の異なる側面を反映している可能性が
ある。イニシャル選好課題に限らず、潜在的自尊感情の諸測度間での相関係数は概して低い
（e.g.,Rudolph, Schröder-Abé, Schütz, Gregg, & Sedikides, 2008）。そのため、潜在連合テスト
（Implicit Association Test）など、他の潜在的な態度の測定手法を用いた検討でも同様の結果が
得られるのかについては明らかでない。今後は、多様な潜在的自尊感情の指標を用いた研究から、
顕在的－潜在的自尊感情の交互作用と取調べ迎合性の関係を検討してくことが必要であろう。
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脚注
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究を再分析したものである。また，本論文の執筆に際しては，平成 27 年度愛知淑徳大学研究助成（特
定課題研究）を受けた。
ⅱ 現在のところ，日本語版 GCS については，村山 (2007) とは別に，原著者より翻訳許可を得ている科学
警察研究所 ( 渡邉・和智・横田・倉石・大塚・小野，2013) で開発が進められていることを付記しておく。
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